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1. はじめに 

 都市高速道路にははりと柱の交差部である隅角部

を有する鋼製橋脚が多く採用されている．隅角部は力

の流れが急変する部位であり，その力学的挙動が橋脚

全体の耐震性に及ぼす影響も大きい．そのため，耐力

のみならず，変形能を持つことが重要となってくる 1)．

既往の研究では，隅角部のはり柱フランジの交差部近

傍は，圧縮時に凹の状態にたわむが，最大荷重と同時

に一方のフランジが凸の状態に面外変位が反転する

ことが報告されている 1)2)．これに対し，フランジ内

面に設置された縦リブの剛比を上げ，補剛度合いを高

めることで，フランジの面外変位の反転を抑え，変形

能を向上させる可能性が示唆されている 2)．他方，従

来鋼に比べて施工性に優れる橋梁用高性能鋼材であ

る SBHS を橋梁に使用することで，建設費の合理化

が期待されている 3)．そこで，縦リブ剛比が異なる 2

体の SBHS 製隅角部供試体の載荷実験を行い，SBHS

製隅角部の縦リブ剛比と耐力・変形能の関係性につい

て明らかにすることを目的として実験を行った． 

2. 実験概要 

本研究では図 1に示す実験装置を使用し，油圧ジャ

ッキにより正負交番載荷実験を行った．製作した 2 供

試体の寸法を図 2に，パラメータを表 1に示す．いず

れの供試体も SBHS500 により製作し，縦リブの剛比

について No.1 がγl/γ＊=1.00，No.2 はγl/γ＊=3.00

と No.2 が No.1 の 3 倍になるように設計した． 

3. 実験結果 

 図 3 に 2 供試体の荷重-隅角変位関係を示す．最大

荷重の点は強調して示した．隅角変位は各供試体の降

伏変位で無次元化し，圧縮を正，引張を負とした．こ

こで，降伏変位とは，はり下側フランジまたは柱内側

フランジの交差部近傍の外面に設置されたひずみゲ
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図 1 実験装置 

(a)No.1                  (b)No.2 

図 2 供試体寸法[単位：mm] 

表 1 供試体のパラメータ 
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ージのひずみの平均値のいずれかが，ミルシートの降

伏応力から算出した降伏ひずみとなったときの隅角

変位と定義した．荷重-隅角変位関係より，縦リブ剛

比は最大荷重に影響しないことが分かる．一方，No.2

の方が最大荷重時の隅角変位が大きく，最大荷重後の

荷重低下が抑制されていることから，縦リブ剛比を上

げることで変形能が向上したと考えられる． 

図 4 および図 5 に，それぞれ No.1 および No.2 の

交差部近傍のはり柱フランジの面外変位の推移を，図

6に変位計測位置を示す．面外変位は，凹の状態を正，

凸の状態を負とする．両供試体ともに面外変位は最大

荷重時まで凹の状態だが，その変位量は No.1 よりも

No.2 のほうが小さいことが読み取れる．縦リブ剛比

を上げたことで面外変形が抑えられ，最大荷重時の隅

角変位が伸びたと考えられる．一方，最大荷重後は

No.1 は最大荷重直後にはりの面外変位が凹から凸に

反転した．それに対し，No.2 でははりの面外変位が

縮小するものの，凹から凸への反転には至らなかった． 

No.2 では反転が抑えられたことで，最大荷重後も荷

重低下が抑制されたと考えられる． 

4. まとめ 

本研究では，縦リブ剛比の異なる 2 体の隅角部供試

体の正負交番載荷実験を行い，耐力や変形能の違いを

調べた．両供試体の比較から，縦リブ剛比は耐力には

影響しないが，変形能の向上には大きく寄与すること

が認められた．縦リブ鋼比を上げると，最大荷重前は

フランジの面外変位が小さく抑えられることで最大

荷重時の隅角変位が大きくなり，最大荷重後も面外変

位の反転が抑えられることにより荷重低下が抑制さ

れると推測された． 
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図 4 面外変位の推移(No.1) 

図 5 面外変位の推移(No.2) 

図 6 面外変位の計測位置 

図 3 荷重-隅角変位関係 
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